
医師が行うお看取り＜死亡(死の三徴)確認・死
亡診断書作成＞。
本書では、これまでの死亡時だけの関わりではなく、
患者の状態悪化から死後も続く家族の想いのケ
アも【死に至るプロセス】と捉えて、医師や医療職
が多職種で支援し看取ることの大切さを説く。
著者のプライマリ・ケア医としての長年の臨床経験
を活かして、ACP(人生会議)の議論も記載。
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高齢化社会で避けては通れない「お看取り」
多くの医師や医療従事者のバイブルとして！

上野千鶴子さんからの推薦コメントあり！
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